
厳しさを増す犯罪情勢

刑法犯認知件数・検挙件数・検挙率の推移（昭和21年～平成16年上半期）
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認知件数 検挙件数 検挙率 検挙人員

140万±20万件

15年認知件数
約279万件（前年比 -2.2％）

200万件を突破

15年検挙率 23.2％
（前年比+2.4ポイン

ト）

16年上半期認知件数
約128万件（前年比 -

4.5％）

○ 刑法犯認知件数は昭和期の約2倍、検挙率は戦後最低水準

○ 平成１６年上半期認知件数は約１２８万件（前年比 ６万件減。－４．５％）

資料４－１


